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６月某日、職員室前の廊下で、通りがかった女子生徒と、何の話からかおにぎりの話になり、「鮭の

おにぎりが好き」「先生も好きやけど、おかかもいいなあ」「あっ、おかかも好き」‥､と話が弾みました。 

幼い頃から母の握るおにぎりが好きでした。三角形で、中の具は梅干しかおかか、焼き海苔がしっかり

巻いてあるのが好きでした。生徒とそんな会話をしていると、私の中学校時代を思い出します。 

「今日のお昼は、何がいい？」 

 「そやなあ、バスケ終わって帰ってくるとバテバテやから、塩のきいたおにぎりと 

 卵焼きでいいわ」 

中学の夏休み、我が家の朝の会話です。両親とも勤めていたので、昼間は３兄弟だけ

になります。出勤前の忙しい中であっても、母親は部活動でお腹を空かせる食べ盛り

の息子のために、毎日の昼食を用意してくれていました。よくリクエストしたのは、塩

のきいたおにぎりと卵焼きです。ちょっとした贅沢は、おにぎりの中におかかを入れ

てもらうことでした。激しい運動で汗をかいた半分脱水気味の体には、塩のきいたおにぎりと卵焼きと

いうシンプルさがいつも食を満たしてくれました。（その母も、一昨年春に８９歳でこの世を去りました。） 

 

今はコンビニへ行けば、弁当やおにぎり、冷たい物から温かい物まで何でも揃う時

代であり、私もその便利さのお世話になっています。 

しかし、小学校から高校時代の母親から受けた愛情は、その時は大して何も感じて

はいなかったかも知れませんが、我が子が自分のその年だった頃、その時の親の有り

難さを感じることが少なくありませんでした。 

 

これから、長い夏休みに入ります。１年生は、小学校時代と違って部活動で登校する日が多くなりま

す。２年生は、３年生が引退したあとの各部活動をリードする中心となります。３年生は、約２年半頑張

ってきたことの集大成として悔いのない大会やコンクール、活動を終え、いよいよ自分の進路へ本格的

に向かっていくことになります。わずかな一瞬一瞬の積み重ねを大切にしてください。一人ひとりの頑

張る姿が見ている人に感動を与えるのですから。 

立場はそれぞれ違っていても河南中の生徒は、この１学期を通して、学校のために、地域のためによく

頑張ってくれました。何事も結果は一瞬、大切なことはそれまでの足跡です。だから、「続けてきてよか

った」「頑張ってきてよかった」と思える夏休みにしてください。そのためには、家族の協力やサポート

も必要です。この暑い夏を乗り切るために、家族のビタミンＩ(=愛）をよろしくお願いします。 

 

民生委員・児童委員交流会 6月 24日(金)午後、学区の委員さんにご来校いただき、授業参観

で生徒の様子を見ていただき、そのあと委員さんと教職員との懇談会を実施しました。普段はなかなか

お話しする機会がないため、地域の声を聞かせていただ

きました。生徒が明るく頑張っているようすを見られて

安心されていました。世の中の年々少子化傾向の中で、

河南中も生徒数が減少しているため、何か魅力ある特色

あるものを考えてほしい等のご意見をいただきました。

「笑顔いっぱい、挨拶いっぱい、花いっぱい運動」進め

ると共に、さらなる工夫していきたいと思います。 
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 大切な６３の命、大切な６３のいち、人も花も ‥‥ 

 1 学期後半も、全校で、学年で、さまざまな行事や取り組みを進めてきました。すべては、一人ひと

りが輝くため、「わかった、できた」の学習を実感するため、そして自分の未来に向かうためです。様々

な場面で頑張っている河南中生徒の笑顔いっぱい、花いっぱい活動の応援をよろしくお願いします。 

 

性教育講話   ７月１日（金）全学年 

今年度も、助産師の「斎智孝（さいとう ちたか）先生」をお招きし、学年

ごとに「命の授業」をしていただきました。軽快な語り口で、１０００人以

上の出産の現場に立ち会ってこられた斎藤先生

が発するお話や言葉には、私たちの心にしっか

り伝わり、重みがありました。どの学年も斉藤先

生の話にしっかり耳を傾け、真剣な表情で聴い

ていました。自分の命や体のこと、思春期の心のこと、他人のことなどにし

っかり向き合うことができました。下記の生徒の感想からもうかがえます。 

 

○全校マリーゴールド鉢植え 6/29(水)       ○３年進路学習 6/17(月)･30(木) 

 

○壮行会 7/1(金)                      ○３年Ｚooｍで英会話 7/5(火) 

 

 

 

 

 

      

○勇気と自信をもらった気がしました。 ○自分は大切な人だとあらためて思った。 ○一人ひとり違

う、それがいいと言われてほっとした。 ○自分の体を大切にしていこうと思った。 ○命の大切さや尊

さなど生きているだけですごいと思った。 ○一人ひとりの命が大切なことが今まで以上にわかったの

で、悪口を言ったりする人が減るといいな。  ○今の私は２５０兆分の１の存在だということを自覚し

て一生懸命生きていきたいと思いました。  ○自分が生きているのは奇跡の確立であり、その奇跡の確

立で生まれてきた学級の人たちも同じように大切にしようと思いました。 

１学期をしめくくる花い

っぱい活動です。一人一鉢

のマリーゴールド鉢植え

をしました。いったん持ち

帰り、全校生徒が夏休みに

各家で育てます。 

 進路学習を深めるため、高校の先生から直接お話を聴

く学習会を２回実施しました。某高校の校長先生自ら教

室で授業をしていただきました。また、親子で高校の先

生からお話を聞く学習会も開催し、卒業後の進路と併せ

て、将来の進路について幅広く見聞を広めました。 

 ７月下旬に開催されます夏季総体やコンクールに向けて、出場する生徒への

激励会を開催しました。３年生にとっては、最後の晴れ舞台です。 

結果は一瞬、悔いの無い取り組みを期待しています。きらきら光る汗と共に

一生懸命頑張る姿に、見る人を感動させてくれます。 

２学期からＡＬＴとしてニュージ

ーランドから来日(米原市)される

Ａｎｎａ先生と３年生が、Zoomで英

会話をして交流を深めました。 

学級のために、学校のために、地域のために頑張っている河南中生！ 


